
       

第
３
章
 
施
工
計
画
、
仮
設
計
画
の
検
討
に
係
る
課
題
 

          1
5
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3
.1
　
現
地
状
況
（
工
事
用
車
両
進
入
路
）

小
森
揚
水
機
場
か
ら
吐
水
槽
ま
で
の
道
路
は
道
路
幅
が
狭
く
、
勾
配
が
急
で
あ
る
。

小
森
揚
水
機
場
へ
の
進
入
経
路
を
想
定
し
、
現
地
状
況
を
調
査
し
た
。

1
6
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小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
①

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

吐
水

槽
建

設
予

定
地

反
対

側
（
な

し
畑

）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
2
7

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
②

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

管
理

用
道

路
入

口
反

対
側

（
な

し
畑

入
口

）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
2
8

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
③

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

吐
水

槽
建

設
予

定
地

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
3
0

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
④

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
3
1

吐
水

槽
建

設
予

定
地

入
口

（
写

真
奥

は
ブ

ド
ウ

畑
）

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑤

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
3
3

吐
水

槽
建

設
予

定
地

入
口

付
近

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑥

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
3
5

吐
水

槽
建

設
予

定
地

入
口

付
近

（
道

路
幅

員
3
.5

m
）

1
7
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小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑦

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

工
事

用
道

路
（
道

路
幅

員
3
.5

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
3
6

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑧

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

ほ
場

乗
入

れ
道

路
（
幅

員
1
.8

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
3
9

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑨

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

工
事

用
道

路
（
道

路
幅

員
3
.4

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
4
0

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑩

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

道
路

～
電

柱
間

は
0
.7

m

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
4
2

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑪

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

工
事

用
道

路
（
道

路
幅

員
3
.8

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
4
3

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑫

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

工
事

用
道

路
（
道

路
幅

員
4
.2

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
4
6

1
8
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小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑬

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

工
事

用
道

路
（
道

路
幅

員
4
.1

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
4
8

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑭

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

工
事

用
道

路
(後

視
）

(樹
木

の
伐

採
が

必
要

)

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
4
9

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑮

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

工
事

用
道

路
（
道

路
幅

員
4
.0

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
5
4

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑯

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

小
森

揚
水

機
場

 建
設

予
定

地
入

口
付

近
（
道

路
幅

員
3
.3

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
5
7

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑰

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

小
森

揚
水

機
場

 カ
ン

ナ
街

道
接

続
地

点
（
道

路
幅

員
3
.0

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
5
9

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑱

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

小
森

揚
水

機
場

 カ
ン

ナ
街

道
接

続
地

点
（
道

路
幅

員
4
.0

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
6
0

1
9
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小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑲

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

 カ
ン

ナ
街

道
　

接
続

地
点

隅
切

部
（
2
.0

m
×

2
.0

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
6
2

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
⑳

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

小
森

揚
水

機
場

  
カ

ン
ナ

街
道

（
道

路
幅

員
6
.0

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
6
3

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
 

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

小
森

揚
水

機
場

 カ
ン

ナ
街

道
（
道

路
幅

員
6
.0

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
6
4

小
森

揚
水

機
場

実
施

設
計

業
務

構
造

物
名

：

調
査

位
置

：
 

調
査

項
目

：
現

地
踏

査

取
水

口
 農

道
（
道

路
幅

員
3
.0

m
）

F
il
e 

N
o
:R

IM
G

9
1
6
8

2
0

 
126



3
.2
　
工
事
用
進
入
路
計
画

カ
ン
ナ
街
道
か
ら
小
森
揚
水
機
場
及
び
吐
水
槽
ま
で
の
車
両
の
軌
跡
で
工
事
車
両
の
進
入
を
検
討
し
た
。

一
部
、
現
況
道
路
幅
が
不
足
す
る
た
め
、
道
路
の
拡
幅
が
必
要
で
あ
る
。

拡
幅

拡
幅

拡
幅

図
上
の
車
両
の
軌
跡
図
は
低
床
ト
レ
ー
ラ
ー
を
想
定

道
路
の
拡
幅
は
北
西
側
斜
面
は
急
勾
配
で
あ
る
た
め
、

南
東
側
の
斜
面
を
切
土
・
盛
土
す
る
計
画
と
す
る
。

2
1
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2
2
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小
森

揚
水

機
場

吐
水

槽
 
工

事
用

進
入

路
縦

断
図 S
=
1
:
5
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8
1
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2
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3
9
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0
6
1
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8
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4

7
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7
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2
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全
延

長
　

3
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.
5
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ｍ

直
線

曲
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7
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1
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8
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2
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.
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8
%

7
.
9
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8
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8
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2
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8
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.
9
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7
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2
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6
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8
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6
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1
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4
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2
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.
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最
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傾
斜
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8
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.
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3
.3
　
一
般
車
両
迂
回
路
計
画

小
森
揚
水
機
場
及
び
吐
水
槽
工
事
で
は
、
カ
ン
ナ
街
道
か
ら
の
道
路
か
ら
進
入
す
る
た
め
、
施
工
期
間
中
の
一
般
車
両
を
通
行
止
め
し
て
行
う
。

そ
の
た
め
、
一
般
車
両
の
迂
回
路
を
計
画
す
る
。
迂
回
路
は
東
ル
ー
ト
と
西
ル
ー
ト
を
計
画
す
る
。

2
4
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3
.
4
 
土
留
工

型
式

の
検

討
 

3
.
4
.
1
土

留
め

形
式
 

機
場
の
計
画
位

置
は
現
在
ほ
場

で
あ
り

、
掘
削
高
さ
が
最
も
高
く
な
る
吸
込
水
槽
部
及
び
ポ
ン
プ
室
部

で
は
、
掘
削
深

が
最

大
で

h
=
8
.
0
0
m
程
度
で
あ
り
比
較
的
規
模
の
大
き
な
掘
削
工
事
と
な
る
。
 

土
質
は
、
中
間
層
に
N
値

3
1
の
貝
殻
混
じ
り
細
砂
層
が
あ
る
が
、
概
ね
N
値

1
0
以
下
の
シ
ル
ト
層
で

あ
る
。
 

な
お
、
上
層

1
.
5
ｍ
は
N
値

1
の
軟
弱
層
で
あ
る
た
め
、
施
工
時
に
は
こ
の
層
を
盤
下
げ
（
掘
削
）
す

る
。
 

 

盤
下
げ
（
掘
削
）
 

1
.
5
ｍ
 

 

 

                一
般

的
に

ポ
ン

プ
場

に
お
け
る
掘
削
土
留
工
法
と

し
て

は
、
次

に
示

す
案

が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
.
 
オ

ー
プ

ン
掘
削
+
自

立
矢
板
案
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
.
 
切
梁
式
矢
板

土
留
壁
案
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
.
 
地

盤
改
良
土
留
壁
案
 

 本
機

場
に

お
い

て
は

、
上
記
の

3
案
で
比
較

を
行

い
、

土
留
工
法
を
検
討

す
る

こ
と
と
す
る
。
 

次
頁
比
較

表
よ

り
、

本
機

場
で

の
掘
削

土
留
工
法
は

2
案
の
切
梁
式
矢
板
土
留
案
と
す
る
。
 

 

※
吐

水
槽

は
作

業
ヤ

ー
ド

を
確
保

で
き

、
掘
削
深
度
も

浅
く

、
地
下

水
が

低
い

た
め
、
開
削
に
よ
る
施

工
を
計
画

す
る

。
 

   

小
森

揚
水

機
場
一
般
構
造
図
 

2
5
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土
 
留
 
工
 
法
 
比
 
較
 
一
 
覧
 
表
 

 
形
 
 
 
状
 

特
 
 
 
 
徴
 

本
地
区
へ
の
適
用
性
 

判
 
定
 

決
 
定
 
要
 
因
 

1
案
 

（
オ
ー
プ
ン

開
削
＋
自
立

矢
板
）
 

  

長   所 

・
支
保
材
が
無
く
、
施
工
性
に
優
れ
て
い
る
。
 

・
他
の
工
法
に
比
べ
て
経
済
的
で
あ
る
。
 

・
施
工
が
容
易
で
、
工
期
も
短
く
て
す
む
。
 

・
自
立
式
土
留
工
法
の
最
大
自
立
高

3
.
0
m
で

残
り

を
オ

ー
プ

ン
掘

削
と

す
る

場
合

に

は
、
地
下
水
位

E
L
(
+
)
3
.
9
0
以
下
の
掘
削

が
あ

り
、

ド
ラ

イ
状

態
を

確
保

す
る

の
は

困
難
で
あ
る
。
 

・
土
羽
高
さ
が

5
.
0
m
程
度
と
な
り
、
掘
削
範

囲
が
広
く
な
る
。
 

 

×
 

 勇
水

に
よ

る
掘

削
法

面
の

崩
壊

が
想

定
さ

れ
る

た
め

、
安

全
性

か
ら

比
較

対
象

外
と
す
る
。
 

 

短   所 

・
勇
水
が
多
い
場
合
施
工
が
困
難
で
あ
る
。
 

・
掘
削
深
さ
が
深
い
と
掘
削
影
響
が
大
き
く
 

 
 
な
る
。
 

・
土
質
区
分
よ
り
掘
削
勾
配
が

1
：
1
.
0
と

な
り
影
響
範
囲
が
大
き
い
。
 

2
案
 

（
切
梁
式
矢

板
土
留
壁
）
 

 

 

長   所 

・
最
も
多
く
の
施
工
実
績
が
有
る
。
 

・
止
水
性
は
最
も
優
れ
て
い
る
。
 

・
止

水
性

に
優

れ
ポ

ン
プ

場
の

土
留

め
工

に

お
け
る
施
工
実
績
が
最
も
多
い
。
 

・
掘

削
範

囲
が

最
も

小
さ

く
、

本
地

区
へ

の

適
用
性
は
最
も
高
い
。
 

 
○
 

 止
水

性
、

施
工

性
が
よ
い
。
 

短   所 

・
引
抜
き
の
際
に
周
辺
地
盤
に
引
抜
き
影
響

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

 

3
案
 

（
地
盤
改
良

土
留
壁
）
 

 

    

長   所 

・
オ
ー
プ
ン
掘
削
と
な
る
の
で
、
支
保
材
が
 

 
 
無
く
、
施
工
性
に
優
れ
る
。
 

  

・
重
機
及
び
盛
土
荷
重
の
影
響
を
受
け
 

て
変

形
を

起
こ

し
た

場
合

の
対

策
が

困

難
。
 

・
改

良
範

囲
が

広
く

な
り

、
敷

地
外

に
影

響

す
る
。
 

・
改

良
範

囲
が

広
い

た
め

、
工

事
費

が
他

の

案
と
比
べ
る
と
高
価
に
な
る
。
 

 

×
 

  改
良

範
囲

が
敷

地
外

に
影

響
す

る
た

め
、

不
適

と
判
断
す
る
。
 

 

短   所 

・
施
工
ヤ
ー
ド
が
大
き
く
な
る
。
 

・
改
良
深
さ
が
深
く
な
り
、
大
型
の
深
層
改
 

 
 
良
機
が
必
要
と
な
る
。
 

・
改
良
範
囲
が
広
く
な
る
。
 

・
再
施
工
が
で
き
な
い
。
 

平塚189

パイプ

GT.3

H
P
φ

3
0
0

U200*150U2

U
24

0*
2
40

（G）

5.38 6.01

4.13

4.11

4.56

4.36

4.17

4.58

4.53

5.32

6.26

5.41

4.71

4.05

4.04

6.48

6.75

5.71

4.71
4.79

4.70

4.83

4.86

7.37

4.53

4.13

4000

5.04

YP+5.45

揚
水

機
場

 L
=
3
4.
1
0
m

電気室

玄関

1
0
7
0
0

3
0
00

2
0
4
0
0

7
0
0

吸
水

槽
部

5
2
0
0

除
塵

機
部

4
8
0
0

沈
砂

池
部

 
9
0
0
0

7
00

6975 150 18500

13500 5000

1
1
0
7
0

2
8
0
0

6900

700 5500 700

5
3
35

1
26

2
8

4
70

0
搬入室

ポンプ室

1
0
0
0
0

3
1
0
0

5
0
0
0

2
7
0
0

5
8
0
0

370 3300

2
8
0
0

2
5
0
0

7
9
5
0

91521620

26725900

1125

4125

4
0
5
0

平塚189

パイプ

GT.3

H
P
φ

3
0
0

U200*150

U
2
40

*
24
0

（G）

5.38 6.01

4.13

4.11

4.56

4.36

4.17

4.58

4.53

5.32

6.26

5.41

4.71

4.05

4.04

6.48

6.75

5.71

4.71
4.79

4.70

4.83

4.86

7.37

4.53

4.13

5.04

YP+5.45

揚
水

機
場

 
L
=
3
4
.
1
0
m

電気室

玄関

10
70
0

3
00

0
2
04

00

7
00

吸
水

槽
部

52
0
0

除
塵

機
部

4
80
0

沈
砂

池
部

 9
0
0
0

7
00

6975 150 18500

13500 5000

11
07
0

2
8
0
0

6900

700 5500 700

5
3
3
5

1
26

2
8

47
0
0

搬入室
ポンプ室

1
00

00
3
10

0
50

0
0

27
00

58
00

370 3300

28
0
0

25
0
0

79
5
0

91521620

26725900

1125

4125

40
5
0

平塚189

パイプ

GT.3

H
P
φ

3
0
0

U200*150
U

U2
4
0*

24
0

（G）

5.38 6.01

4.13

4.11

4.56

4.36

4.17

4.58

4.53

5.32

6.26

5.41

4.71

4.05

4.04

6.48

6.75

5.71

4.71
4.79

4.70

4.83

4.86

7.37

4.53

4.13

電気室

操作室

5.04

休憩室

YP+5.45

揚
水

機
場

 
L
=
3
4
.
1
0
m

電気室

玄関

10
7
00

3
00

0
2
04

0
0

7
00

吸
水

槽
部

5
20

0
除

塵
機

部
48

0
0

沈
砂

池
部

 
90

0
0

70
0

6975 150 18500

13500 5000

1
1
0
7
0

2
8
00

6900

700 5500 700

5
3
35

12
6
2
8

47
0
0

搬入室
ポンプ室

1
0
00

0
3
1
00

5
00

0
27

0
0

58
00

370 3300

2
8
0
0

2
5
0
0

7
95

0

9152162 0

26725900

1125

4125

40
5
0

沈
砂
池
部
 
9
0
0
0

5
0
0

2
3
0
0

1
0
0
0

5
2
0
0

3
0
0

18
3
0
0

7
0
0

7
0
0

19
7
0
0

Y
P
-
1
.
6
0
0

60
0

両
吸
込
単

段
渦

巻
ポ
ン

プ

φ
60
0

Y
P
+0
.
0
6

Y
P
-
0
.
6
9
0

Y
P
+
3
.
9
5
0

Y
P
+
3
.
9
5
0

2
6
00

ポ
ン
プ
室

 
1
0
3
2
0

Y
P
+
0
.
3
0
0

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

(
B
)1

.3
0m

×
(
H
)
1
.
20

m

吸
込
部

除
塵
機

部

送
水
管

φ
10
00

(D
CI
P)

Y
P
+
5
.
4
5
0

Y
P
+
0
.
0
0
0

地
盤

改
良

壁

沈
砂

池
部

 
9
0
0
0

5
0
0

2
3
0
0

1
00

0
5
2
0
0

3
0
0

1
83

00
70

0
70

0

1
9
7
0
0

Y
P
-
1
.
6
0
0

6
0
0

両
吸
込

単
段
渦
巻

ポ
ン
プ

φ
60
0

Y
P+

0
.
06

Y
P
-
0
.
6
9
0

Y
P
+
3
.
9
5
0

Y
P
+
3
.
9
5
0

2
6
0
0

ポ
ン

プ
室

 1
03

2
0

Y
P
+
0
.
3
0
0

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト

(B
)
1
.
3
0m

×
(
H
)
1
.
2
0
m

吸
込

部

除
塵

機
部

送
水
管

φ
10
00

(D
CI

P)

Y
P
+
5
.
4
5
0

Y
P
+
0
.
0
0
0

自
立

式
鋼

矢
板

土
留

土
羽

沈
砂

池
部

 
9
0
0
0

5
0
0

2
3
0
0

1
0
0
0

5
2
0
0

3
0
0

1
83

00
70

0
70

0

1
9
7
0
0

Y
P
-
1
.
6
0
0

6
0
0

両
吸

込
単

段
渦

巻
ポ
ン

プ

φ
60
0

YP
+
0
.
0
6

Y
P
-
0
.
6
9
0

Y
P
+
3
.
9
5
0

Y
P
+
5
.
4
5
0

2
6
0
0

ポ
ン

プ
室

 1
03

20

Y
P
+
0
.
3
0
0

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト

(
B
)1

.
3
0
m
×

(
H
)
1.

2
0
m

吸
込

部

除
塵

機
部

送
水
管

φ
10

00
(D
CI
P)

Y
P
+
5
.
4
5
0

Y
P
+
0
.
0
0
0

切
梁

式
鋼

矢
板

土
留

2
6

 
132



3
.
4
.
2
切

梁
式

土
留

施
工

方
法

の
検
討
 

一
般
的
な

躯
体

の
施
工
で

は
、
躯
体
外
側
に
足
場
を
設
け
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
土
留
め
範
囲
が
広
く

な
る
。
一
方
、

土
留

め
範
囲
を
狭
く
す

る
工
法
と
し
て
、
ゼ
ロ
ス
ペ
ー
ス
工
法
が
あ
る
。
 

ゼ
ロ
ス
ペ

ー
ス
工
法

で
は

、
躯
体

の
す
ぐ
背
面
に
土
留
矢
板
と
ゼ
ロ
ス
ペ
ー
ス
型
枠
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
躯
体
外
側

の
足

場
や
掘
削

が
不
要

と
な
る
。
 

し
た
が
っ

て
、

切
梁

式
土
留
施
工
方
法

と
し
て
、
以
下
の
２
案
で
検
討
し
た
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A
案
.
 
足
場

施
工
案
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B
案
.
 
ゼ
ロ
ス
ペ
ー
ス
案
 

 上
記
の

2
案
の
比
較

表
よ

り
、

本
機
場

で
の
掘
削
土
留
工
法
は

B
案
の
ゼ
ロ
ス
ペ
ー
ス
案
と
す
る
。
 

                             

2
7
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・
余

裕
幅

は
、

2
.5

0
ｍ

以
上

を
確

保
す

る
。

・
施

工
は

、
内

側
及

び
外

側
に

足
場

工
を

設
置

し
て

行
う

。

・
一

般
的

な
施

工
方

法
で

規
定

の
余

裕
幅

が
確

保
さ

れ
て

い
る

の
で

、
B

案
に

比
べ

て
施

工
性

に
優

れ
る

。
施

工
性

 ○
・
施

工
は

内
側

か
ら

の
み

行
う

事
に

な
る

の
で

、
施

工
性

は
A

案
に

比
べ

て
劣

る
。

施
工

性
 △

・
施

工
ヤ

ー
ド

と
し

て
は

大
き

い
面

積
が

必
要

で
あ

る
が

、
本

地
区

は
ヤ

ー
ド

が
あ

り
問

題
は

な
い

。
施

工
性

 ○
・
配

筋
組

立
時

に
内

側
と

外
側

か
ら

施
工

が
で

き
な

い
。

施
工

性
 △

・
埋

戻
土

の
仮

置
き

場
が

別
途

必
要

と
な

る
。

借
地

　
 △

・
埋

戻
が

ほ
と

ん
ど

発
生

し
な

い
の

で
、

仮
置

き
場

を
設

置
す

る
必

要
が

無
い

。
借

地
　

 ○

・
経

済
性

に
劣

る
。

経
済

性
 △

・
経

済
性

に
優

れ
る

。
経

済
性

 ○

施
工

性
は

良
い

が
、

仮
置

土
置

き
場

が
必

要
に

な
る

こ
と

や
経

済
性

で
劣

る
た

め
不

採
用

と
す

る
。

△
工

期
内

で
の

施
工

は
可

能
で

あ
る

こ
と

と
、

経
済

性
に

優
れ

て
い

る
た

め
採

用
と

す
る

。
○

経
済

性
（
諸

経
費

込
み

）
 
6
7
,0

0
0
,0

0
0
円

 
5
3
,0
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0
,0

0
0
円

比
率

　
（
1
.2

6
4
）

比
率

　
（
1
.0

0
0
）

・
工

程
短

縮
7
2
日

（
掘

削
工

8
日

、
埋

戻
工

2
8
日

、
型

枠
工

2
5
日

、
足

場
工

1
1
日

）

施
工

概
要

図

Ａ
案

 ；
 足

場
施

工
案

・
足

場
工

は
内

側
の

み
の

設
置

と
な

る
。

・
外

側
の

足
場

工
は

設
置

し
な

い
で

、
矢

板
面

に
ゼ

ロ
ス

ペ
ー

ス
型

枠
を

設
置

し
て

捨
て

型
枠

と
す

る
。

・
ゼ

ロ
ス

ペ
ー

ス
型

枠
は

残
置

と
な

る
が

、
矢

板
は

引
抜

が
可

能
で

あ
る

。

・
躯

体
か

ら
の

離
れ

は
、

矢
板

の
割

付
で

決
定

さ
れ

る
の

で
躯

体
と

ゼ
ロ

ス
ペ

ー
ス

型
枠

ま
で

の
隙

間
が

発
生

す
る

。

・
隙

間
に

つ
い

て
は

、
増

コ
ン

ク
リ

ー
ト

や
E
P

S
材

料
で

対
応

す
る

。

・
躯

体
か

ら
足

場
工

を
設

置
す

る
余

裕
幅

を
考

慮
し

て
土

留
範

囲
を

決
定

す
る

。

・
一

般
土

木
施

工
で

使
用

さ
れ

る
工

法
で

あ
る

。

・
狭

隘
な

箇
所

で
の

施
工

用
と

し
て

開
発

さ
れ

た
工

法
で

る
。

機
場

施
工

工
法

比
較

一
覧

表

種
　

別
Ｂ

案
 ；

 ゼ
ロ

ス
ペ
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ス

案

施
工

概
要

総
合

評
価

評
価

評
価

内
容

内
容
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3
.
5
 
施
工
に

お
け

る
猛

禽
類
へ

の
配
慮
 

3
.
5
.
1
施
工
時

期
 

平
成

2
9
年
度
～
平
成

3
1
年
度
に
実
施
さ
れ
た
鳥
類
調
査
に
お
い
て
、
小
森
吐
出
水
槽
の
新
設
を
計
画
し

て
い
る
地
点
周
辺
で
サ
シ
バ
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 

サ
シ
バ
は
生
態
系
の
上
位
に
位
置
す
る
種
類
で
あ
り
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
Ⅱ
種
（
V
U
）
、

千
葉
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
は
最
重
要
保
護
生
物
（
A
）
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
 

サ
シ
バ
は

渡
り
鳥

で
あ

り
、
秋
に

は
渡
去

す
る
が

、
サ

シ
バ
に
と

っ
て
良

好
な
環

境
で

あ
れ
ば
翌

年
も
概

ね
同
じ
場
所
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
「
保
全
対
象
生
物
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
 

サ
シ
バ
の
営
巣
を
踏
ま
え
て
、
工
事
可
能
期
間
を
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
 

・
工
事
可
能
期
間
：
9
/
1
～
3
/
2
0
 

                        

平
成

3
1
年
度
 
全
体
実
施
設
計
 
手
賀
沼
地
区
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
業
務

P
5
-
2
8
よ
り
抜
粋
 

 次
頁
に
概

略
工

事
工

程
表

（
案

）
を
示

す
。
 

吐
出
水
槽

は
２

ヶ
年
工
事

、
機

場
工
は
３
ヶ
年
工
事
と
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。
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路
造

成
（

工
事

用
、

表
土

は
ぎ

含
む

）
1
0
日

/
一

式

4
.
 
掘

削
工

7
日

/
一

式

30

15

2
0
.
 
型

枠
工

5
日

/
一

式

2
1
.
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

1
日

/
一

式

 2
4
.
 
屋

根
工

（
ア

ル
ム

ド
ー

ム
）

1
0
 日

/
一

式

2
5
.
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部
階

段
設

置
工

3
日

/
一

式

1
0
.
 
型

枠
工

6
日

/
一

式

1
1
.
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

3
日

/
一

式
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15
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30

7
.
 
型

枠
工

1
日

/
一

式

8
.
 
均

し
コ

ン
ク
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ー

ト
工

1
日

/
一

式

3
0
日

/
一

式
3
0
.
 
場

内
整

備

810

1
2
.
 
足

場
（

内
部

）
工

3
日

/
一

式

1
3
.
 
足

場
（

外
部

）
工

4
日

/
一

式

工
　

　
　

程

1
5
.
 
型

枠
工

1
7
日

/
一

式

1
6
.
 
鉄
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コ

ン
ク
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ト
工

(
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段

）
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1
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2
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環
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(
2
)
 
小

森
揚

水
機

場
・

吸
水

槽
工

事
工

程
計

画
　

（
案

）

平
成
2
9
年
度
～
平
成
3
1
年
度
　
環
境
（

鳥
類
）
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
工
事
工
程
計
画

年 月 日

通
算

日

※
工
程

計
画

は
、

共
用

日
数

で
算

出
し

た
。

1

1
3
.
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

4
日

/
一

式

2
2
.
 
鉄

筋
組

立
（

底
版

）
1
日

/
一

式

2
7
.
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

2
日

/
一

式

2
3
.
 
型

枠
工

1
日

/
一

式

2
4
.
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

2
日

/
一

式

2
5
.
 
鉄

筋
組

立
（

側
壁

）
2
日

/
一

式

2
6
.
 
型

枠
工

1
3
日

/
一

式

2
5
.
 
足

場
工

2
日

/
一

式

2
0
.
 
型

枠
工

5
日

/
一

式

2
1
.
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

2
日

/
一

式

3
5
.
 
型

枠
工

3
1
.
 
盛

土
工

1
9
日

/
一

式

（
建
築

　
木

造
　

C
L
T
工

法
）
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1
4
.
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設
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工
1
6
日

/
一

式
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程

1
6
.
 
型

枠
工

2
3
日

/
一

式

1
2
.
 
型

枠
工

1
日

/
一

式

2
9
.
 
仮

設
財

撤
去

工
1
0
日

/
一

式

1
7
.
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

(
3
段

）

5
.
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削
工

4
日

/
一

式

（
機
場

工
）
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砂
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・
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工

）

1
0
.
 
均

し
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ン
ク

リ
ー

ト
工

1
日

/
一

式

1
1
.
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筋
組

立
（

底
板

）
工
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鉄
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（
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3
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礎
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設
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9
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4
日

/
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式
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3
.
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頭
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1
日

/
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式
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4
.
 
鉄

筋
組

立
（

躯
体

）
工

2
日

/
一

式

3
6
.
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

2
日

一
式

3
8
.
 
C
L
T
組

立
（
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外

仕
上

）
工

9
0
日

/
一

式
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片
づ
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1
5
日

/
一

式

3
.
 
杭

頭
処

理
工
φ

4
5
0

2
日

/
一

式

1
.
 
盤

下
げ

掘
削

工
1
4
日

/
一

式

1
5
日

/
一

式

1
2

1

15
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15

15
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30

2
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6
.
 
仮
設
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設
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式
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.
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工
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日
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式
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1
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15

30
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0
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390
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1
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2

15
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3
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0

1
1
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2
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～
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年
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7
.
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.
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礎
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参考資料

・鋼矢板引抜き時の跡埋め対策マニュアル（案） 

・外部技術者作成図 （ゼロスペース工法案）

・土留部材引抜同時充填工法
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・参考　土留工（外部委員作成）
・ゼロ~スぺース工法カタログ
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